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令和 3年度 工業科（建築設備系 建築システム専科） 

 

教科 工業科 科目 建築システム実習 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 建築実習１＆２ 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ２年生の建築システム実習として木材加工、測量、造形、材料・構造があります。 

指導に当たっては、各実習で安全に配慮するとともに，生徒の興味・関心，進路希望等に応じて幅

広く建築に関する知識と技術を身につけることを目標とします。 

 これから学んだことを相互活用し、この実習内容の意義について考えさせます。またこの実習で

は、基本的な建築技術・技能に取り組み将来建築技術者として活用できる知識を総合的に身につけて

もらいたい。 

２ 学習の到達目標 

建築の各専門分野に関する技術を基本的な作業を通して総合的に習得させ，建築を総合的に考えら

れる能力と態度の基礎を身に付ける。 

 各実習分野が座学と相互連携していることを理解し、実習で使用する機器・器具の調整法及び使用

法に関する知識と技術を習得する。また、実技、演習等で技術を習得する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各実習の内容につい

て関心を持ち、その

技術の修得をめざし

主体的に取組むとと

もに、創造的に各実

習を学ぶ態度を身に

付けている。 

各実習に関する諸課題

の解決をめざして思考

を深め、基礎的・基本的

な知識と技術を基に、

技術者として適切に判

断し、表現する創造的

な能力を身に付けてい

る。 

各実習に関するそれ

ぞれの分野の基礎

的・基本的な技術を

身に付け、建築に関

する諸活動を合理的

に計画し、その技術

を適切に活用してい

る。 

各実習に関するそれ

ぞれの分野の基礎的・

基本的な技術を身に

付け、社会における建

築の意義や役割を理

解している。 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワーク 

シートの記述 

レポート 

課題作品 

相互評価・自己評価 

グループワークへの

参加状況 

学習状況の観察 

ノートやワーク 

シートの記述 

発表・発言 

課題作品 

レポート 

相互評価・自己評価 

 

学習状況の観察 

課題作品の完成度 

学習状況の観察 

ノートやワーク 

シートの記述 

レポート 

課題作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
１ 

測
量 

平面測量 

 ・距離標設置測量 

 ・距離標の設置方法 

基準点と基準点測量 

 ・基準点 

・基準点測量 

平板測量 (骨組測

量） 

高低測量 

・水準基標測量 

・縦断測量と横断測

量 

地形図 

 ・等高線 

・セオドライト測量 

面積および体積 

 ・セオドライト測量 

 ・面積計算 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a：測角器械や測角方法等に関心を持ち、

意欲的に器械を操作し、手順を考察し

ている。 

b：測定結果を分析・判断することで、誤

差の原因を明らかにすることができ

る。 

c：正確かつ迅速に測角器械のすえつけを

行い、測角することができる。 

d：測角器械の各部の役割を理解して、 

測角方法を習得しているとともに、 

水準測量を理解し、水準基標の高さを

定める。水準基標に基づき縦断面図を

作成する。 

等高線の意味や、レベル測量について

理解する。 

角度の計算能力を身に付けている。 

三角区分法により、全面積を求める。 

学習状況の観察 

 

グループワーク

への参加状況 

 

ワークシート 

 

レポート 



パ
ー
ト
２ 

造
形 

○造形の基礎 

・パースの種類を学ぶ 

・平行透視図 

（一消失点透視図

法） 

・有角透視図 

（二消失点透視図

法） 

・斜透視図 

（三消失点透視図

法） 

 

○色彩表現のおもな

用具 

・各種用具の取り扱い

方法 

 

○さまざまなパース

を作成して作図法・色

彩・区間表現を学ぶ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a：パース技法や投影法について関心を持

ち、意欲的に技巧を理解・駆使し、主

体的に取り組んでいるか。 

b:完成後のイメージを正しく想定 

するためにふさわしいパース図法 

を選択できるか。 

プランニングの設計段階や使用目

的によって適切な用具や材料を選

択できているか。 

c:透視図法や陰影により、立体感が表

現でき、遠近感が表現できること。

添景をうまく利用して、細部まで丁

寧に正確に書くことを学習する。 

d:平行透視図、有角透視図、斜透視図 

 の技法が理解でき、コンセプトに合 

った色彩と第三者が見てイメージ 

しやすい作品が表現できる技術・技 

能を習得できたか。 

学習状況の観察 

レポート 

記述の点検 

学習状況の観察 

レポート 

記述の点検 

作品の出来栄え 

 

 

学習状況の観察 

レポート 

記述の点検 

作品の出来栄え 

学習状況の観察 

レポート 

記述の点検 

作品の出来栄え 

 

パ
ー
ト
３ 

材
料･

構
造 

骨材のふるい分け試

験 

○ ○   a: 骨材のふるい分け試験に強い関心

を持ち、自ら意欲的・主体的に取り組

む態度がある。 

b: 骨材のふるい分け試験の意義や役

割を的確に把握し、それについての思

考を深め、自らの考えを総合的に判

断・表現することができる。 

c: 骨材のふるい分け試験の基本およ

び概要の知識を活用しその意義や社

会的役割を理解することができる。 

d: 骨材のふるい分け試験の基本及び

概要を理解している。 

 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

記述の点検 



骨材の単位容積質量

試験 

○ ○   a: 骨材の単位容積質量試験に強い関

心を持ち、自ら意欲的・主体的に取り

組む態度がある。 

b: 骨材の単位容積質量試験の意義や

役割を的確に把握し、それについての

思考を深め、自らの考えを総合的に判

断・表現することができる。 

c: 骨材の単位容積質量試験の基本お

よび概要の知識を活用しその意義や

社会的役割を理解することができる。 

d: 骨材の単位容積質量試験の基本及

び概要を理解している。 

 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

記述の点検 

鉄筋の引張試験 ○ ○   a: 鉄筋の引張試験に強い関心を持

ち、自ら意欲的・主体的に取り組む態

度がある。 

b: 鉄筋の引張試験の意義や役割を的

確に把握し、それについての思考を深

め、自らの考えを総合的に判断・表現

することができる。 

c: 鉄筋の引張試験の基本および概要

の知識を活用しその意義や社会的役

割を理解することができる。 

d: 鉄筋の引張試験の基本及び概要を

理解している。 

 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

記述の点検 

コンクリートの調合 ○  ○  a: コンクリートの調合に強い関心を

持ち、自ら意欲的・主体的に取り組む

態度がある。 

b: コンクリートの調合の意義や役割

を的確に把握し、それについての思考

を深め、自らの考えを総合的に判断・

表現することができる。 

c: コンクリートの調合の基本および

概要の知識を活用しその意義や社会

的役割を理解することができる。 

d: コンクリートの調合の基本及び概

要を理解している。 

 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

記述の点検 



コンクリートの調合

設計 

○ ○   a: コンクリートの調合設計に強い関

心を持ち、自ら意欲的・主体的に取り

組む態度がある。 

b: コンクリートの調合設計の意義や

役割を的確に把握し、それについての

思考を深め、自らの考えを総合的に判

断・表現することができる。 

c: コンクリートの調合設計の基本お

よび概要の知識を活用しその意義や

社会的役割を理解することができる。 

d: コンクリートの調合設計の基本及

び概要を理解している。 

 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

記述の点検 

圧縮強度試験 ○ ○   a: 圧縮強度試験に強い関心を持ち、

自ら意欲的・主体的に取り組む態度が

ある。 

b: 圧縮強度試験の意義や役割を的確

に把握し、それについての思考を深

め、自らの考えを総合的に判断・表現

することができる。 

c: 圧縮強度試験の基本および概要の

知識を活用しその意義や社会的役割

を理解することができる。 

d: 圧縮強度試験の基本及び概要を理

解している。 

 

学習状況の観察 

ワークシート 

レポート 

記述の点検 



パ
ー
ト
４ 

木
工 

○授業に対する注意

事項 

○木工機械・道具（手

道具）の説明、注意 

○木材の種類と性質 

○継手と仕口につい

て 

○継手の工作 

・腰掛け鎌継ぎ 

○継手材料の準備 

○墨付け 

・曲尺を用いた墨付け 

○切削① 

・女木の切削 

○切削② 

・男木の切削 

○継手の調整、接合 

 

○手道具の手入れ 

・刃研ぎと砥石 

・のみの刃研ぎ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a：木工を通じて、「物づくり」に対す

る 

興味・関心を持つ。また、 

将来建築技術者として働く意欲を喚

起する。 

b：墨付けの意味・手順を理解し 

木材に継手作製のための墨付けをす

る。 

手道具を正しく使用し、切削・加工作

業で 

継手（腰掛け鎌継ぎ）を作製する。 

c：木材の性質と手道具の用法を知っ

て、 

手道具を正しく使い、継手を作製す

る。 

また、道具の手入れ（砥石による刃研

ぎ） 

について学習する。 

d：木工に関する基本的な知識と技術

を身につけ、技能的作業の大切さを

理解する。 

出席の状況 

学習状況の観察 

レポート 

記述の点検 

作品の出来栄え 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


